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第３回市民協働による住民自治検討委員会 議事録

日時：令和７年７月１７日（木）午後７時～８時２５分

場所：結とぴあ ３０５・３０６号室

１ 開会（委員長あいさつ）

前回の検討委員会から２ヶ月ぐらい経っている。次の議論に進めていきたい。

２ 議事

（１）、（２）、（３）を資料に基づき事務局から説明。

【委員からの意見】

（１）地域運営組織の設立について

（委員）

大野地区としては、１つの地域運営組織ではなく、３つの地域運営組織を検討

していくことを念頭に置いて今後の対策をしてほしい。

（事務局）

方針を各地区に説明していく段階で、大野地区の区長会と方向性を協議して

いきたい。

（委員）

地域運営組織では、それぞれの部会を設ける形になっているが、地域性がある

ため、もう少し柔軟性を持たせてはどうか。

（事務局）

あくまでも、１つの例として示している。地域の独自性があるので、注釈をつ

けたりして、対応したい。

（副委員長）

スピード感をもって取り組んでいく必要がある。

（２）活動拠点の位置付け変更について

（委員）

地区によっては公民館がなくなるという不安がある。公民館を（仮称）地域交

流センターにするメリットやデメリットを教えてほしい。

各地区に団体連絡協議会があるため、それがどうなるかという説明も今後お

願いしたい。

（事務局）

先進地の地域運営組織では営利活動を組み合わせているところもある。社会
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教育法に基づく公民館では、もっぱら営利を目的とした事業を行うことができ

ない。公民館でしていたことに、さらに営利活動もできるように幅を広げる意味

で、公民館から（仮称）地域交流センターに位置づけを転換する。

（委員）

営利目的で活動するというのは引っかかるところがある。

（事務局）

地域運営組織を作って住民のために活動していくのが目的である。住民自治

の進め方として、活動資金を調達するために、活動拠点の位置づけを変更する。

（委員）

全国の事例を研修してきたが、地域で特産物を作ったり販売して、その利益を

活動に充てているところがある。

ただ、公民館から切り替わったのではなく、もう少し根拠を示さないといけな

い。

（事務局）

まずは、地域運営組織を設立していくことが最初である。そうした中で、地域

運営組織が活動していく時に、公民館だと制約があるため、地域交流センターに

変えて、何をしていくのかというのは、それぞれの地域運営組織で検討してほし

い。

（委員）

地域交流センターにした時に、興業を呼ぶなどの営利活動が活動になるとい

うことか。

（事務局）

決して営利活動に突き進んでいくということではなく、地区住民にとって必

要な活動をやっていくことである。

そういった活動を行いたい地域運営組織があった場合の対応として、ステッ

プ２を記載している。

（委員）

今は色んな交付金をもらっているが、地域交流センターに変わると減ること

はあるのか。

（事務局）

まずは公民館でやってきたことの活動の幅を広げるための位置付けの変更で

ある。交付金などはその先の話である。

（委員）

公民館から地域交流センターに変わることによって、市の支援が変わるのか

変わらないのかということが大事である。

（事務局）
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運営体制とかが変わっていない限り、これまでとは変わらない。これまで公民

館で提供してきた生涯学習の場はこれまでも提供していく。

（副委員長）

市としては、地域交流センターの建物の維持管理費とかをどのように考えて

いるのか。

（事務局）

将来、地域運営組織が管理していくとなっても、必要な管理費は市が負担する。

（副委員長）

市民の学びの場を提供していくために、地域交流センターにおいても生涯学

習の機会を引き続き提供すると書いてあるが、ここに違和感がある。

（委員）

営利事業というのは、たぶんお金儲けではなく、儲けてその利益を分配したら

営利になるのではないか。

たとえば、高齢者の代わりに買い物に行って、その分お駄賃をいただくとする

と、その利益は誰にも分配しないので、非営利の収益事業だと思う。

（委員長）

社会教育法に出てくる営利事業をもう少し定義することが必要だと思う。

（委員）

やはり、公民館と地域交流センターがどう違うのかということが一番関心が

ある。この方針とは別に、Ｑ＆Ａにまとめていくのがよいと思う。そういったも

のを添付した方が地区住民も分かりやすいと思う。

（事務局）

検討したい。

（３）活動の展開について

（委員）

地域運営組織が営利活動を組み合わせることで活動資金の調達が可能になる

となっているが、黒字になるとは限らない。そういった場合はどうなるか。

（委員長）

まだ先のことではある。しかし、ただ赤字になったからといって市に補填せよ

ということはないと思う。

ただ、営利活動を組み合わせるという表現も、検討いただければと思う。

（事務局）

表現を再検討したい。

（委員長）

委員から出てきた意見を盛り込んだ内容で、かつ、あまり難しくならないよう
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にまとめてほしい。

３ 閉会（副委員長あいさつ）

みなさんが納得できる方向にまとめていきたいので、ご協力をお願いしたい。


